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プ
l
チ
ン
政
権
下
の
政
治
改
革

上

野

俊

彦



すむび 三二ーはじ

政党育成の 央権中集制 前史 めに

の

化強 化強



は
じ
め
に

二
0
0
0年
か
ら
二

O
O
八
年
ま
で
の
八
年
あ
ま
り
に
わ
た
る
プ
l
チ
ン
（
ヨ
包
呂
町
主
主

5
5
i
§
2
5）
大
統
領
の
統
治
下
で
、

ロ
シ
ア
政
治
は
「
権
威
主
義
化
」
な
い
し
「
非
民
主
化
」
が
進
行
し
た
と
い
う
評
価
が
マ
ス
コ
ミ
等
に
お
い
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
わ
ば
「
民
主
化
の
後
退
」
と
い
う
評
価
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
そ
う
た
や
す

い
。
そ
う
し
た
、

く
は
な
い
。
そ
う
し
た
議
論
の
多
く
は
、
プ
l
チ
ン
政
権
下
に
お
い
て
表
面
的
に
生
起
し
て
い
る
現
象
面
だ
け
を
と
ら
え
て
評
価
を

下
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
プ
l
チ
ン
政
権
下
で
行
わ
れ
た
政
治
改
革
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
を
正
確
に
把
握
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
知
る
た
め
に
は
、
表
面

的
な
現
象
の
観
察
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
の
制
度
的
な
変
化
を
詳
細
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
連
邦
を
構
成
す
る
単
位
で
あ
る
連
邦
構
成
主
体
の
統
合
シ
ス
テ
ム
の

本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
、

改
革
と
い
う
視
点
か
ら
、
プ
l
チ
ン
政
権
下
の
政
治
改
革
を
整
理
し
、
そ
れ
が
「
民
主
化
の
後
退
」
で
は
な
く
、
「
中
央
集
権
制
の

プーチン政権下の政治改革（上野俊彦）

強
化
」
と
「
政
党
の
役
割
の
重
視
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
第
一
節
に
お
い
て
、
プ
l
チ
ン
政
権
成
立
以
前
の
ロ
シ
ア
の
連
邦
制
に
生
起
し
て
い
た
問
題
を
明
ら
か
に
し
、

第
二
節
に
お
い
て
、
そ
の
問
題
に
対
す
る
プ
l
チ
ン
政
権
に
よ
る
対
策
と
し
て
の
中
央
集
権
制
の
強
化
に
つ
い
て
、
ま
た
第
三
節
に

お
い
て
、
中
央
集
権
制
の
強
化
と
の
関
連
に
お
い
て
、
政
権
第
二
期
日
以
降
に
と
く
に
進
め
ら
れ
て
き
た
政
党
の
育
成
・
強
化
に
つ

い
て
、
そ
の
実
態
を
概
観
し
た
い
。
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行
き
過
ぎ
た
分
権
化

慶懸の政治学

ソ
連
崩
壊
後
、
新
生
ロ
シ
ア
に
ふ
さ
わ
し
い
憲
法
を
採
択
す
る
た
め
に
一

九
九
三
年
二
一
月
一
二
日
に
憲
法
採
択
に
関
す
る
国
民
投
票
を
実
施
し
た
。
こ
の
国
民
投
票
に
お
い
て
、

エ
リ
ツ
ィ
ン

（回。

E
Z
Z
－81
§
巴
d
S）
政
権
は
、

ロ
シ
ア
連
邦
の
八
九
の
連

邦
構
成
主
体
の
う
ち
の
二
一
の
共
和
国
の
投
票
結
果
に
つ
い
て
の
み
示
し
た
の
が
表
ー
で
あ
る
。
こ
の
表
の
う
ち
、
投
票
率
、
賛
成

率
、
投
票
率
と
賛
成
率
と
の
積
で
あ
る
絶
対
賛
成
率
（
有
権
者
総
数
に
対
す
る
賛
成
票
数
の
比
率
）
を
見
る
と
、
投
票
率
に
つ
い
て
い

え
ば
、

タ
タ
ル
ス
タ
ン
の
一
三
・
八
八
%
と
い
う
数
字
が
群
を
抜
い
て
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
次
い
で
ハ
カ
シ
ア
の
四
五
・
七
三
%
、

コ
ミ
の
四
七
・
五
三
%
、

ウ
ド
ム
ル
チ
ア
の
四
七
・
六
五
%
な
ど
が
こ
れ
に
続
く
。
賛
成
率
に
つ
い
て
は
、

ダ
ゲ
ス
タ
ン
の
二

0
・

五
二
%
、

カ
ラ
チ
ャ
エ
ヴ
ォ
・
チ
ェ
ル
ケ
シ
ア
の
二
七
・
五
三
%
な
ど
が
目
立
っ
て
低
く
、
次
い
で
モ
ル
ド
ヴ
ィ
ア
の
三
六
・
二
一

%
、
ア
デ
イ
ゲ
ア
の
一
二
八
・
二
七
%
な
ど
が
こ
れ
に
続
く
。
絶
対
賛
成
率
に
つ
い
て
は
、
投
票
率
の
圧
倒
的
低
さ
が
響
い
て
、

タ
タ

ル
ス
タ
ン
の
一

0
・
0
一
%
、
次
い
で
投
票
率
は
高
か
っ
た
も
の
の
賛
成
率
が
低
か
っ
た
ダ
ゲ
ス
タ
ン
の
二
二
・
O
O
%
が
こ
れ
に

続
き
、
さ
ら
に
ト
ウ
イ
ヴ
ァ
一
八
・
九
O
%
、

カ
ラ
チ
ャ
エ
ヴ
ォ
・
チ
ェ
ル
ケ
シ
ア
一
九
・
三
七
%
と
続
く
。
全
ロ
シ
ア
の
平
均
が

投
票
率
で
五
四
・
一
一
一
七
%
、
賛
成
率
で
五
七
・
O
六
%
、
絶
対
賛
成
率
で
一
二
一
・
O
二
%
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
前
述
の
共

和
国
の
数
字
の
低
さ
は
際
だ
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
文
字
ど
お
り
（
数
字
ど
お
り
と
言
う
べ
き
か
）
、
こ
れ
ら
の
共
和
国
で
、

提
案
さ
れ
た
憲
法
草
案
に
反
対
す
る
国
民
が
多
か
っ
た
こ
と
を
音
ω
味
し
て
い
る
。
こ
の
憲
法
草
案
は
国
民
投
票
の
ほ
ぼ
一
カ
月
前
の

一
一
月
一
O
日
に
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
最
初
の
憲
法
草
案
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
年
、

い
わ
ゆ
る
「
ダ
l
・
ダ
l
・
ニ
エ
ッ
ト
・
ダ
l
」
の
国
民
投
票
に
よ
り
、
ラ
ジ
カ
ル
な
市
場
経
済
改
革
に
反
対
し
て
き
た

一
九
九
三
年
の
四
月

二
五
日
、



プーチン政権下の政治改革（上野俊彦）

憲法採択に関する国民投票の共和国別結果

有権者総数 投票総数 賛成票数 投票率%賛成率%絶対賛成率%

アデイゲア 323,612 195,574 74,846 60.43 38.27 23.13 

ノすシコルトスタン 2824125 1,770,017 721,769 62.67 40.78 25.56 

ブリャーチア 663,957 368,805 204,779 55.55 55.53 30.84 

アルタイ 123 091 80,763 43,629 65.61 54.02 35.44 

ダゲスタン 1,089,626 690,630 141,697 63.38 20.52 13.00 

イングーシェチア 124,754 66,929 37,583 53.65 56.15 30.13 

カノtルジノノtルカリア 508,683 298,616 185,214 58.70 62.02 36.41 

カルムイキア＝ハリムグ・タングチ 206,944 117,497 57,258 56.78 48.73 27.67 

カラチャエヴォ・チェルケシア 286,579 201,608 55,512 70.35 27.53 19.37 

カレリア 577618 305 061 210 730 52.81 69.08 36.48 

コミ 808,418 384,231 239,180 47.53 62.25 29.59 

マリーエル 537282 308109 156179 57.35 50.69 29.07 

モルドヴイア 689,309 424,735 153,778 61.62 36.21 22.31 

サハ（ヤクーチア） 625,432 408,919 214.263 65.38 52.40 34.26 

北オセチア 421,500 256,629 132,202 60.88 51.51 31.36 

タタlレスタン 2,638,575 366,220 264,028 13.88 72.10 10.01 

トゥィヴア 165,620 104,549 31,310 63.13 29.95 18.90 

ウドムルチア 1,134,009 540,390 301,026 47.65 55.71 26.55 
／、ヵシア 384,234 175,722 99,737 45.73 56.76 25.96 

チェチニア

チュパシア 943458 592553 237,107 62.81 40.01 25.13 

全共和国 15,076,826 7657,557 3,561,827 50.79 46.51 23.62 

全ロシア 106,170,835 57,726,872 32,937,630 54.37 57.06 31.02 

表 1

注：チェチニア共和国は投票不成立のためデータなし。

出典 Biulleten’Tsentral’noi izbiratel’noi komissii Rossiiskoi Federatsii, 1994, No. l, pp. 34-38. 

人
民
代
議
員
大
会
と
最
高
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
で
は
な

く
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
と
政
府
が
信
任
さ
れ
、

そ
れ
を
バ
ネ
に
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
憲
法
協

議
会
を
招
集
し
て
新
憲
法
草
案
の
策
定
に
と
り

か
か
っ
た
。
そ
し
て
「
主
権
の
パ
レ
ー
ド
」
が

続
く
七
月
一
二
日
、
こ
の
憲
法
協
議
会
が
最
初

に
採
択
し
た
憲
法
草
案
は
、
共
和
国
を
「
主
権

国
家
」
と
し
、
共
和
国
国
籍
と
連
邦
国
籍
と
の

二
重
国
籍
を
認
め
る
な
ど
、
あ
る
程
度
、
共
和

国
の
権
限
強
化
の
動
き
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
武
装
蜂
起
し
た
抵
抗
派
人
民

代
議
員
を
鎮
圧
し
た
十
月
事
件
後
に
提
案
さ
れ

た
最
終
草
案
で
は
、
共
和
国
の
主
権
も
二
重
国

籍
も
認
め
ら
れ
ず
、
共
和
国
は
、
辺
区
、
州
な

ど
そ
の
ほ
か
の
行
政
区
画
と
同
権
の
連
邦
構
成

主
体
と
な
っ
た
。
先
に
見
た
憲
法
草
案
を
支
持

し
な
い
国
民
の
多
か
っ
た
共
和
国
は
、
こ
う
し

た
共
和
国
権
限
の
弱
体
化
に
強
い
不
満
を
持
つ

33 

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
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な
共
和
国
の
極
端
な
例
が
、
分
離
独
立
を
志
向
し
て
い
た
チ
ェ
チ
ニ
ア
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、

34 

タ
タ
ル
ス
タ
ン
で
あ
っ
た
。

一
九
九
三
年
二
一
月
一
二
日
の
国
民
投
票
の
結
果
、
全
体
と
し
て
は
憲
法
採
択
が
支
持
さ
れ
て
、
新
体
制
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
が
、
そ
れ
ら
独
立
志
向
の
強
い
共
和
国
に
対
し
て
懐
柔
策
を
と
ろ
う
と
考
え
た
の
も

当
然
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
同
時
に
行
わ
れ
た
新
議
会
選
挙
に
お
い
て
ガ
イ
ダ
ル
率
い
る
与
党
の
「
ロ
シ
ア
の
選
択
」
が
連
邦
選

慶躍の政治学

挙
区
（
比
例
区
）
と
単
独
議
席
選
挙
区
（
小
選
挙
区
）
を
あ
わ
せ
て
四
五

O
議
席
中
六
四
議
席
し
か
獲
得
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
を
弱
気
に
さ
せ
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
は
、
分
離
独
立
の
た
め
に
は
武
力
行
使
も
辞

さ
な
い
と
い
う
チ
ェ
チ
ニ
ア
は
と
も
か
く
、

タ
タ
ル
ス
タ
ン
と
の
あ
い
だ
で
真
っ
先
に
交
渉
を
開
始
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

そ
の
後
、
バ
イ
ラ
テ
ラ
ル
の
「
連
邦
と
連
邦
構
成
主
体
と
の
あ
い
だ
の
権
限
分
割
条
約
」
と
い
う
か
た
ち
で
、

一
連
の
共
和
国
と
条

約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

こ
の
権
限
分
割
条
約
の
本
質
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
憲
法
の
枠
を
超
え
て
、
各
連
邦
構
成
主
体
と
個
別
に
権
限
の
分
割
に
つ
い
て

取
り
決
め
を
行
い
、
連
邦
構
成
主
体
に
対
し
て
連
邦
中
央
が
、
そ
の
力
関
係
に
応
じ
て
政
治
的
・
経
済
的
譲
歩
を
行
う
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、

一
部
の
連
邦
構
成
主
体
に
対
す
る
連
邦
憲
法
と
連
邦
執
行
権
力
の
権
威
の
喪
失
な
い
し
権
力
の
空
洞

一
九
九
五
年
二
一
月
の
国
家
会
議
（
下
院
）
選
挙
で
ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
が
第
一
党
と

化
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、

な
り
、
さ
ら
に
そ
の
半
年
後
の
一
九
九
六
年
六
月
の
大
統
領
選
挙
で
は
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
に
対
し
て
共
産
党
議
長
の
ジ
ユ
ガ

l
ノ
フ

（凸
B
E
E
F
〉
E
5
2
R
F
N
E
m
ω
口
。
〈
）
が
肉
薄
す
る
接
戦
を
演
じ
る
と
い
う
情
勢
を
背
景
に
し
て
、
さ
ら
に
強
ま
り
、

一
九
九
六
年
は
、

共
和
国
ば
か
り
か
多
く
の
辺
区
、
州
と
の
あ
い
だ
で
も
バ
イ
ラ
テ
ラ
ル
の
権
限
分
割
条
約
が
締
結
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

連
邦
と
連
邦
構
成
主
体
と
の
あ
い
だ
の
関
係
の
個
別
化
が
現
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
一
九
九
六
年
は
ま
た
、
連
邦
会
議
（
上
院
）
が
選
挙
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
各
連
邦
構
成
主
体
の
執
行
機
関
の
長
（
首
長
）

と
立
法
機
関
の
長
（
議
会
議
長
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
も
、
連
邦
中
央
と
連
邦
構
成
主
体
と
の
関
係



に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
年
と
な
っ
た
。一
九
九
六
年
初
頭
の
段
階
で
、
下
院
に
お
け
る
共
産
党
を
中
心
と
す
る
野
党
優
位
体
制
の
現
出
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
政
局
の
安
定
化
を
め
ざ
す
た
め
に
下
院
の
決
定
に
対
し
て
拒
否
権
を
持
つ
上
院
の
支
持
取
り
付
け
の
た
め
に
、

上
院
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
、
つ
ま
り
連
邦
構
成
主
体
の
首
長
と
議
会
議
長
に
対
し
て
譲
歩
す
る
と
い
う
状
況
が
現
出
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
年
か
ら
、
連
邦
の
憲
法
・
法
律
と
連
邦
構
成
主
体
の
憲
法
（
憲
章
）
・
法
律
と
の
不
適
合
が
目
立
つ
よ
う
に
な

つ
ま
り
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
は
、

っ
た
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
一
九
九
三
年
一
二
月
一
二
日
に
確
立
さ
れ
た
か
に
見
え
た
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法

体
制
は
空
洞
化
し
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
九
八
年
八
月
の
い
わ
ゆ
る
金
融
危
機
で
あ
っ
た
。
こ
の
金
融
危
機

に
お
い
て
、
各
連
邦
構
成
主
体
は
、
域
内
住
民
の
生
活
防
衛
の
た
め
に
、
連
邦
の
憲
法
・
法
律
に
違
反
す
る
こ
と
を
承
知
で
、
商
品

流
通
の
制
限
、
流
通
へ
の
課
税
、
域
内
通
貨
と
も
三
守
え
る
ク
ー
ポ
ン
の
発
行
な
ど
を
実
施
し
た
。

つ
ま
り
、
域
内
住
民
の
需
要
を
満

た
す
た
め
に
、
域
外
へ
の
商
品
の
移
出
に
対
し
て
課
税
し
域
外
流
出
を
制
限
す
る
こ
と
で
、
域
内
に
お
け
る
商
品
の
供
給
を
確
保
し
、

プーチン政権下の政治改革（上野俊彦）

同
時
に
価
格
を
統
制
す
る
な
ど
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
然
、
域
外
周
辺
で
の
当
該
商
品
の
供
給
不
足
を
も
た
ら
し
、

域
外
周
辺
住
民
が
当
該
商
品
購
入
の
た
め
に
域
内
に
一
時
的
に
流
入
し
購
入
し
よ
う
と
い
う
行
動
を
引
き
起
こ
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た

め
に
、
当
該
連
邦
構
成
主
体
執
行
機
関
は
、
域
内
住
民
に
対
し
て
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
、
こ
の
ク
ー
ポ
ン
に
よ
っ
て
の
み
商
品
を

購
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
市
場
経
済
か
ら
統
制
経
済
へ
の
逆
行
現
象
で
あ
る
。
こ
れ
は
連
邦
憲
法

の
保
障
す
る
経
済
活
動
の
自
由
を
阻
害
し
、
「
連
邦
財
政
の
た
め
に
徴
集
さ
れ
る
租
税
の
制
度
、
な
ら
び
に
ロ
シ
ア
連
邦
に
お
け
る

課
税
お
よ
び
公
課
の
一
般
原
則
は
、
連
邦
の
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
」
と
い
う
憲
法
第
七
五
条
第
三
項
の
規
定
に
も
抵
触
し
て

い
る
疑
い
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
中
央
政
府
は
、
国
民
経
済
全
体
の
発
展
を
目
標
と
し
て
財
政
・
金
融
政
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、

3ラ

そ
れ
に
対
し
て
地
方
政
府
が
当
該
地
方
の
利
益
の
み
を
追
求
す
る
よ
う
な
政
策
を
追
求
し
始
め
る
と
、
国
民
経
済
は
混
乱
し
、
国
家
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全
体
の
経
済
発
展
は
大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
連
邦
構
成
主
体
の
執
行
機
関
は
、
経
済
的
に

も
大
き
な
権
限
を
持
ち
、
域
内
経
済
を
午
耳
る
こ
と
と
な
る
。
い
わ
ば
封
建
制
度
の
も
と
で
の
領
邦
国
家
の
出
現
に
等
し
い
。
か
く
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し
て
連
邦
構
成
主
体
の
執
行
機
関
の
長
で
あ
る
首
長
は
、
あ
た
か
も
封
建
領
主
の
よ
う
な
絶
大
な
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

慶醸の政治学

2 

プ
リ
マ
コ
フ
政
府
議
長
の
改
革
提
案

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
家
会
議
に
お
け
る
野
党
優
位
体
制
の
も
と
で
、
政
治
的
に
連
邦
会
議
（
上
院
）
、
す
な
わ
ち
連
邦
構

成
主
体
の
利
益
代
表
に
譲
歩
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
は
、
す
で
に
金
融
危
機
以
前
に
始
ま
り
つ
つ
あ
っ

た
連
邦
構
成
主
体
首
長
の
い
わ
ば
封
建
領
主
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
金
融
危
機
以
降
、

さ
ら
に
ひ
ど
い
も
の
と
な
っ
た
。
金
融
危
機
に
よ
っ
て
辞
任
し
た
キ
リ
エ
ン
コ

（∞。占
2
5包
5
5
i各
自
号
昇
。
）
に
代
わ
っ
て
政

府
議
長
に
就
任
し
た
プ
リ
マ
コ
フ
（

F
m
g
t
宮
島
田

5
。
己
各
耳
目
停
2
）
は
、
「
執
行
権
力
の
垂
直
軸
の
確
立
」
を
唱
え
、
連
邦
構
成

主
体
首
長
の
任
命
・
解
職
制
を
提
起
し
た
が
、
そ
れ
は
憲
法
改
正
を
必
要
と
し
、
当
時
と
し
て
は
実
行
不
可
能
な
提
案
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
プ
リ
マ
コ
フ
政
府
議
長
の
、
い
わ
ば
中
央
集
権
制
の
強
化
の
提
案
の
出
発
点
と
な
っ
た
現
状
認
識
は
、
当
時
の
政
権
中

枢
部
の
共
通
認
識
で
あ
り
、
む
し
ろ
プ
リ
マ
コ
フ
提
案
は
、
プ
リ
マ
コ
フ
政
府
議
長
辞
任
後
の
一
九
九
九
年
春
以
降
に
現
実
化
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
大
統
領
府
監
督
総
局
を
中
心
に
、
ま
ず
は
連
邦
と
連
邦
構
成
主
体
と
の
あ
い
だ
の
権
限
分
割
条

約
の
締
結
に
一
定
の
法
的
規
制
を
設
け
て
、
連
邦
と
連
邦
構
成
主
体
と
の
あ
い
だ
の
関
係
の
個
別
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
行
き
過
ぎ

た
分
権
化
を
阻
止
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
き
た
。
こ
の
動
き
は
、

一
九
九
九
年
六
月
二
四
日
付
「
ロ
シ
ア
連
邦
の
国
家
権
力
機

関
と
ロ
シ
ア
連
邦
の
連
邦
構
成
主
体
と
の
あ
い
だ
の
管
轄
事
項
お
よ
び
権
限
の
分
割
の
原
則
お
よ
び
手
続
き
に
つ
い
て
の
ロ
シ
ア
連

邦
法
」
に
結
実
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
基
本
的
に
、
①
権
限
分
割
条
約
の
締
結
を
制
限
し
、
②
権
限
分
割
条
約
に
よ
る
管
轄
事
項
の

再
配
分
を
禁
止
す
る
、
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。



さ
ら
に
こ
の
年
、
こ
の
方
向
で
決
定
的
に
重
要
な
法
律
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
れ
は
一
九
九
九
年
一

O
月
六
日
付
「
ロ
シ
ア
連
邦
構

成
主
体
の
立
法
（
代
表
）
国
家
権
力
機
関
お
よ
び
執
行
国
家
権
力
機
関
の
組
織
の
一
般
原
則
に
つ
い
て
の
ロ
シ
ア
連
邦
法
」
で
あ
る
。

こ
の
法
律
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
持
っ
て
い
た
。
①
連
邦
構
成
主
体
の
首
長
は
、
当
該
連
邦
構
成
主
体
の
議
会
が
連
邦
憲
法
・

法
律
に
矛
盾
す
る
憲
法
（
憲
章
）
・
法
令
を
採
択
し
た
場
合
、
裁
判
所
の
決
定
を
へ
て
、
議
会
を
解
散
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
九
条

第
二
項
）
。
②
同
様
に
、
連
邦
構
成
主
体
の
議
会
は
、
当
該
連
邦
構
成
主
体
の
首
長
が
連
邦
憲
法
・
法
律
お
よ
び
当
該
連
邦
構
成
主

体
憲
法
・
法
律
に
矛
盾
す
る
命
令
を
採
択
し
た
り
、
そ
れ
ら
の
憲
法
・
法
律
に
違
反
し
た
場
合
、
裁
判
所
の
決
定
を
へ
て
、
首
長
に

不
信
任
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
九
条
第
二

1
五
項
）
。
③
連
邦
大
統
領
は
、
連
邦
構
成
主
体
の
首
長
お
よ
び
執
行
権
力
機

関
の
命
令
が
連
邦
憲
法
・
法
律
に
矛
盾
し
て
い
た
り
、
違
反
し
て
い
る
場
合
、
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
二
九
条
第
一
項
）
。

か
く
し
て
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
末
期
に
は
、
連
邦
大
統
領
は
、
連
邦
構
成
主
体
の
執
行
権
力
に
対
し
て
絶
対
的
な
優
位
性
を
回
復

し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
連
邦
中
央
の
連
邦
構
成
主
体
に
対
す
る
優
位
性
の
回
復
は
、
プ
l
チ
ン
大
統
領
就
任
以
前
に
、

プーチン政権下の政治改革（！二野俊彦）

そ
の
方
向
性
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
プ
l
チ
ン
大
統
領
就
任
後
の
、

の
動
き
が
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
末
期
の
動
き
の
継
続
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
そ
の
動
き
は
プ
l
チ
ン
大
統
領
の
個
人
的
イ
ニ
シ

一
連
の
中
央
集
権
制
強
化

ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
連
邦
指
導
部
、
と
り
わ
け
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
末
期
の
大
統
領
府
を
中
心
と
す
る
政
権
中
枢
部

の
意
向
に
添
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

中
央
集
権
制
の
強
化

連
邦
構
成
主
体
に
対
す
る
監
督
の
強
化

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
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一
九
九
五
年
二
一
月
の
連
邦
議
会
国
家
会
議
（
下
院
）
選
挙
で
ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
が
第
一
党
と
な
っ



て
以
降
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
と
国
家
会
議
と
の
対
立
が
激
化
し
、
政
権
の
不
安
定
化
が
増
大
し
た
。
そ
の
結
果
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
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下
で
は
、
度
重
な
る
政
府
総
辞
職
と
、
連
邦
構
成
主
体
の
議
会
議
長
と
首
長
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
連
邦
会
議
（
上
院
）

へ
の
過

度
の
依
存
が
進
ん
だ
。
政
権
の
連
邦
会
議
へ
の
依
存
は
、
国
家
会
議
で
採
択
さ
れ
た
法
案
の
拒
否
権
を
連
邦
会
議
が
持
つ
た
め
で
あ

エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
は
、
連
邦
会
議
の
支
持
取
り
付
け
の
た
め
、
連
邦
会
議
の
構
成
員
で
あ
る
連
邦
構
成
主
体
の
首
長
に
大
き

慶醸の政治学

っ
た
。

な
権
限
を
付
与
し
た
。
こ
の
制
度
化
は
、
連
邦
と
連
邦
構
成
主
体
と
の
あ
い
だ
の
権
限
分
割
条
約
の
締
結
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。
こ

の
結
果
、
連
邦
構
成
主
体
首
長
は
大
き
な
権
限
と
利
権
を
握
る
こ
と
と
な
り
、
連
邦
構
成
主
体
レ
ベ
ル
で
の
腐
敗
や
権
威
主
義
化
が

進
み
、
連
邦
政
府
の
政
策
が
連
邦
構
成
主
体
レ
ベ
ル
で
貫
徹
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
。
こ
の
状
況
は
一
九
九
八
年
の
金

融
危
機
の
下
で
さ
ら
に
悪
化
し
た
。

一
九
九
六
年
八
月
に
ベ
テ
ル
ブ
ル
ク
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
出
て
き
た
プ

l
チ
ン
が
、
大
統
領
府
に
勤
務
し
て
い
た
と
き
の
ロ
シ
ア
内

政
は
、
こ
う
し
た
状
況
で
あ
っ
た
。
プ

l
チ
ン
は
一
九
九
七
年
五
月
か
ら
連
邦
構
成
主
体
の
行
政
を
監
督
す
る
大
統
領
府
監
督
総
局

長
兼
大
統
領
府
副
長
官
に
就
任
し
て
、
ま
さ
に
連
邦
構
成
主
体
問
題
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
九
八
年
五
月
か
ら
連
邦
保

安
庁
長
官
に
就
任
し
て
か
ら
も
、
国
内
治
安
と
と
も
に
連
邦
構
成
主
体
行
政
に
つ
い
て
情
報
を
得
る
立
場
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

プ
l
チ
ン
が
二

0
0
0年
三
月
二
六
日
に
大
統
領
に
選
出
さ
れ
、
五
月
七
日
に
正
式
就
任
す
る
と
た
だ
ち
に
こ
の
問
題
に
着
手
し
た

の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
プ

l
チ
ン
大
統
領
は
、
二

0
0
0年
五
月
に
、
バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
を
「
完
全
な
国
際

法
上
の
主
体
」
で
あ
る
と
す
る
同
共
和
国
憲
法
が
、

ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
お
よ
び
「
連
邦
と
共
和
国
と
の
あ
い
だ
の
管
轄
権
の
分
割
と

権
限
の
相
互
移
譲
に
つ
い
て
の
条
約
」
に
違
反
し
て
い
る
と
し
、
同
共
和
国
憲
法
を
連
邦
憲
法
に
合
致
さ
せ
る
よ
う
求
め
、
同
様
に
、

ス
モ
レ
ン
ス
ク
州
の
指
導
部
に
対
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
連
邦
構
成
主
体
で
制
定
さ
れ

て
い
る
複
数
の
法
令
を
連
邦
憲
法
に
合
致
さ
せ
る
よ
う
求
め
る
一
連
の
大
統
領
令
を
発
令
し
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
グ

1
シ
ェ
チ
ア
共
和
国
、

ア
ム

yレ
州

さ
ら
に
、
プ

l
チ
ン
大
統
領
は
、
連
邦
構
成
主
体
に
対
す
る
監
督
強
化
の
た
め
、
二

0
0
0年
五
月
二
二
日
に
連
邦
管
区
大
統
領



全
権
代
表
の
制
度
を
設
置
し
た
。
こ
れ
は
、
大
統
領
全
権
代
表
を
連
邦
構
成
主
体
ご
と
に
置
く
方
式
を
改
め
、
全
国
を
七
つ
の
連
邦

管
区
、
す
な
わ
ち
、
中
央
連
邦
管
区
（
中
心
都
市
モ
ス
ク
ワ
）
、
北
西
連
邦
管
区
（
サ
ン
ク
ト
・
ベ
テ
ル
ブ
ル
ク
）
、
南
方
連
邦
管
区
（
ロ

ス
ト
フ
・
ナ
・
ダ
ヌ
l
）
、
沿
ヴ
ォ
ル
ガ
連
邦
管
区
（
ニ
ジ
ニ
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
）
、
ウ
ラ
ル
連
邦
管
区
（
エ
カ
チ
ェ
リ
ン
ブ
ル
ク
）
、
シ
ベ

リ
ア
連
邦
管
区
（
ノ
ヴ
ォ
シ
ピ
ル
ス
ク
）
、
極
東
連
邦
管
区
（
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
）
に
分
け
、
そ
こ
に
大
統
領
全
権
代
表
を
置
く
制
度
を

導
入
し
て
、
大
統
領
全
権
代
表
の
権
限
と
権
威
を
強
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
期
に
、
連
邦
管
区
の
設
置
と
と
も
に
、
法

務
省
、
内
務
省
、
検
察
庁
、
会
計
検
査
院
の
連
邦
管
区
局
も
設
置
し
て
い
る
。

連
邦
議
会
・
連
邦
会
議
の
構
成
員
の
変
更

連
邦
会
議
は
一
九
九
三
年
二
一
月
一
二
日
の
連
邦
議
会
選
挙
で
は
、
国
家
会
議
と
同
様
、
国
民
の
直
接
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
。
当

2 
時
の
連
邦
会
議
の
選
挙
制
度
は
各
連
邦
構
成
主
体
か
ら
連
記
制
で
二
名
を
選
出
す
る
制
度
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

一
九
九
五
年
一
二

プーチン政権下の政治改革（上野俊彦）

月
五
日
付
「
連
邦
会
議
編
成
手
続
法
」
に
よ
り
、
連
邦
会
議
は
日
占
自
立
。
目
。
百
四

USE－
唱
と
な
り
、
各
連
邦
構
成
主
体
の
議
会
議
長

と
首
長
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
前
述
の
よ
う
に
、
連
邦
会
議
お
よ
び
連
邦
構
成
主
体
の
議
会
議
長
と
首

長
の
権
威
が
上
昇
し
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
連
邦
会
議
依
存
に
よ
り
過
度
の
分
権
化
が
進
行
し
た
。
し
か
し
、
プ

1
チ
ン
政
権
下
、

二
0
0
0年
八
月
五
日
付
「
連
邦
会
議
編
成
手
続
法
」
に
よ
り
、
連
邦
会
議
の
構
成
員
は
、
二

O
O
二
年
一
月
一
日
か
ら
、
各
連
邦

構
成
主
体
の
立
法
機
関
と
執
行
機
関
か
ら
一
人
ず
つ
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
連
邦
中
央
政
界
に
お
け
る

連
邦
構
成
主
体
の
議
会
議
長
と
首
長
の
影
響
力
と
権
威
は
低
下
し
た
。

連
邦
構
成
主
体
首
長
に
対
す
る
監
督
強
化

プ
l
チ
ン
大
統
領
は
、
さ
ら
に
、
連
邦
構
成
主
体
首
長
に
対
す
る
直
接
的
な
監
督
強
化
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
連

3 
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邦
構
成
主
体
の
議
会
と
首
長
に
つ
い
て
規
定
す
る
「
ロ
シ
ア
連
邦
構
成
主
体
の
立
法
（
代
議
制
）
国
家
権
力
機
関
お
よ
び
執
行
国
家

権
力
機
関
の
組
織
の
一
般
原
則
に
つ
い
て
の
ロ
シ
ア
連
邦
法
」
の
複
数
回
に
わ
た
る
修
正
に
よ
っ
て
段
階
的
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

ま
ず
、
二

0
0
0年
七
月
二
九
日
付
「
「
ロ
シ
ア
連
邦
構
成
主
体
の
立
法
（
代
議
制
）
国
家
権
力
機
関
お
よ
び
執
行
国
家
権
力
機

関
の
組
織
の
一
般
原
則
に
つ
い
て
の
ロ
シ
ア
連
邦
法
』
修
正
補
足
法
」
に
よ
り
、
連
邦
構
成
主
体
首
長
が
連
邦
憲
法
・
連
邦
法
違
反

を
し
た
と
裁
判
所
に
よ
り
判
断
さ
れ
た
場
合
、
大
統
領
が
ま
ず
警
告
を
出
し
、
連
邦
構
成
主
体
首
長
が
そ
の
警
告
に
従
わ
な
い
場
合

は
、
大
統
領
が
首
長
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
こ
の
法
改
正
に
よ
り
、
大
統
領
は
、
連
邦
構
成
主
体
首
長
を
解
任
で
き

る
強
力
な
権
限
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
権
限
は
実
際
に
は
行
使
さ
れ
な
い
う
ち
に
、
更
な
る
修
正
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
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つ
い
で
、
二

O
O
三
年
六
月
四
日
付
コ
ロ
シ
ア
連
邦
構
成
主
体
の
立
法
（
代
議
制
）
国
家
権
力
機
関
お
よ
び
執
行
国
家
権
力
機

関
の
組
織
の
一
般
原
則
に
つ
い
て
の
ロ
シ
ア
連
邦
法
』
修
正
補
足
法
」
に
よ
り
、
連
邦
構
成
主
体
首
長
の
リ
コ
ー
ル
に
関
す
る
規
定

の
詳
細
化
、
連
邦
構
成
主
体
に
よ
る
課
税
は
連
邦
法
に
よ
り
規
定
、
連
邦
構
成
主
体
首
長
の
任
期
の
二
期
八
年
ま
で
の
制
限
、
「
連

邦
と
連
邦
構
成
主
体
と
の
あ
い
だ
の
権
限
分
割
条
約
」
に
よ
る
権
限
分
割
の
制
限
な
ど
が
、
規
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
二

O
O
四
年
一
二
月
一
一
日
付
「
『
ロ
シ
ア
連
邦
構
成
主
体
の
立
法
（
代
議
制
）
国
家
権
力
機
関
お
よ
び
執
行
国
家
権

力
機
関
の
組
織
の
一
般
原
則
に
つ
い
て
の
ロ
シ
ア
連
邦
法
」
お
よ
び
『
ロ
シ
ア
連
邦
国
民
の
選
挙
権
お
よ
び
国
民
投
票
に
参
加
す
る

権
利
の
基
本
的
保
障
に
つ
い
て
の
ロ
シ
ア
連
邦
法
』
の
修
正
補
足
法
」
（
以
下
、
た
ん
に
「
二
O
O
四
年
一
二
月
一
一
日
付
修
正
補
足
法
」

と
す
る
）
に
よ
り
、
連
邦
構
成
主
体
首
長
の
公
選
制
を
廃
止
し
、
連
邦
大
統
領
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
連
邦
構
成
主
体
首
長
候
補
を

当
該
連
邦
構
成
主
体
議
会
に
お
い
て
承
認
す
る
手
続
き
を
導
入
し
た
。
ま
た
、
連
邦
構
成
主
体
の
憲
法
・
憲
章
・
法
律
な
ど
が
連
邦

憲
法
・
連
邦
法
な
ど
に
違
反
す
る
な
ど
を
裁
判
所
が
確
認
し
、
連
邦
大
統
領
が
連
邦
構
成
主
体
の
立
法
機
関
に
対
し
て
警
告
を
行
っ

た
日
か
ら
三
カ
月
以
内
に
当
該
立
法
機
関
が
そ
の
権
限
の
範
囲
に
お
い
て
裁
判
所
の
決
定
の
執
行
に
関
す
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た

場
合
、
大
統
領
は
、
連
邦
構
成
主
体
の
立
法
機
関
を
解
散
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
（
こ
れ
ま
で
は
、
解
散
に
つ
い
て
の
連



邦
法
案
を
国
家
会
議
に
提
出
し
て
採
択
さ
れ
な
け
れ
ば
、
解
散
で
き
な
か
っ
た
）
。
さ
ら
に
、
連
邦
構
成
主
体
の
立
法
機
関
が
、
大
統
領

に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
連
邦
構
成
主
体
首
長
の
候
補
者
に
関
し
て
、
二
回
連
続
拒
否
、
二
回
連
続
不
採
択
、
一
回
目
が
拒
否
で
二
回

目
が
不
採
択
、
一
回
目
が
不
採
択
で
二
回
目
が
拒
否
の
場
合
、
大
統
領
は
、
連
邦
構
成
主
体
首
長
の
候
補
者
を
提
案
し
、
臨
時
代
行

を
任
命
し
、
連
邦
構
成
主
体
の
立
法
機
関
を
解
散
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
大
統
領
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
構
成

主
体
の
立
法
機
関
に
よ
り
連
邦
構
成
主
体
首
長
に
対
す
る
不
信
任
が
表
明
さ
れ
た
場
合
、
あ
る
い
は
そ
の
義
務
の
不
適
切
な
遂
行
に

よ
り
連
邦
構
成
主
体
首
長
に
対
す
る
大
統
領
の
信
任
が
失
わ
れ
た
場
合
、
連
邦
構
成
主
体
首
長
を
免
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。

「
民
主
化
の
後
退
」
で
は
な
く
「
中
央
集
権
制
の
強
化
」

こ
う
し
た
一
連
の
改
革
、
と
り
わ
け
二

O
O
四
年
二
一
月
一
一
日
付
修
正
補
足
法
に
よ
る
連
邦
構
成
体
首
長
公
選
制
の
廃
止
（
事

4 
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実
上
の
任
命
制
の
導
入
）
に
よ
り
、
プ

l
チ
ン
政
権
下
に
お
い
て
民
主
化
が
後
退
し
て
い
る
と
す
る
議
論
が
わ
が
国
や
欧
米
に
お
い

て
隆
盛
を
極
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
地
方
首
長
が
公
選
制
で
あ
れ
ば
直
ち
に
民
主
的
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
、
ま
た
逆
に
、

地
方
首
長
が
公
選
制
で
な
け
れ
ば
民
主
的
で
は
な
い
と
言
え
る
の
か
、
と
い
う
問
題
は
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
連
邦

構
成
主
体
首
長
が
公
選
で
あ
る
か
な
い
か
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
民
主
的
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
と
は
直
接
に
は
関
係
し
な
い
。

エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
下
の
「
分
権
化
」
の
状
況
を
見
る
限
り
で
は
、
ロ
シ
ア
の
政
治
文
化
や
政
治
史
の
文
脈
で
は
、
連
邦
構

成
主
体
の
権
限
強
化
は
む
し
ろ
非
民
主
化
で
あ
る
と
さ
え
一
百
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
連
邦
構
成
主
体
首

長
公
選
制
の
廃
止
が
民
主
化
だ
と
断
言
す
る
つ
も
り
も
な
い
。
私
が
き
口
い
た
い
の
は
、
こ
の
連
邦
構
成
主
体
首
長
公
選
制
の
廃
止
は
、

中
央
集
権
制
の
強
化
と
見
な
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
ロ
シ
ア
が
、
そ
の
国
名
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

ま
た
憲
法
で
も
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
連
邦
制
国
家
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
中
央
集
権
制
の
強
化
は
、
連
邦
制
の
弱
体
化
な
い

さ
ら
に
、

41 



地域研究

し
空
洞
化
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
つ
ま
り
、
プ
l
チ
ン
政
権
下
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
連
邦
構
成
主
体
首
長
公
選
制
の
廃
止
は
、

中
央
集
権
制
の
強
化
す
な
わ
ち
連
邦
制
の
弱
体
化
と
見
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
央
集
権
制
の
強
化
な

い
し
連
邦
制
の
弱
体
化
の
問
題
は
、
民
主
主
義
の
問
題
と
は
別
次
元
の
問
題
で
あ
る
。
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政
党
制
の
育
成
・
強
化
と
の
関
連

し
か
し
、
連
邦
構
成
主
体
首
長
公
選
制
の
廃
止
（
事
実
上
の
任
命
制
の
導
入
）
問
題
は
、
二

O
O
四
年
一
二
月
一
一
日
付
修
正
補

足
法
の
制
定
で
終
了
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
わ
が
国
や
欧
米
の
マ
ス
コ
ミ
は
そ
の
後
こ
の
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
失
っ
た
が
、

5 
実
は
、
こ
の
制
度
に
、

一
年
後
に
、
小
さ
い
け
れ
ど
も
重
要
な
意
味
の
あ
る
修
正
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
修
正
は
、
二

O
O
五
年
一
一
一
月
一
二
一
日
付
「
『
ロ
シ
ア
連
邦
構
成
主
体
の
立
法
（
代
議
制
）
国
家
権
力
機
関
お
よ
び
執
行
国

家
権
力
機
関
の
組
織
の
一
般
原
則
に
つ
い
て
の
ロ
シ
ア
連
邦
法
』
第
一
八
条
お
よ
び
「
政
党
に
つ
い
て
の
ロ
シ
ア
連
邦
法
」
の
修
正

法
」
（
以
下
、
た
ん
に
「
二

O
O
五
年
二
一
月
二
二
日
付
修
正
法
」
と
い
う
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
こ
の
修
正
に
よ
っ
て
、
連
邦
構
成

主
体
議
会
の
第
一
党
が
連
邦
構
成
主
体
首
長
の
候
補
者
に
相
応
し
い
人
物
を
選
定
し
、
当
該
議
会
に
対
し
て
、
そ
の
人
物
を
連
邦
構

成
主
体
首
長
の
候
補
者
と
し
て
連
邦
大
統
領
に
提
案
す
る
こ
と
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
二

O
O
四
年
一
二
月
一
一
日
修
正
補
足
法
の
段
階
で
は
、
連
邦
構
成
主
体
首
長
は
大
統
領
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
連
邦
構
成

主
体
議
会
は
そ
れ
を
承
認
す
る
か
拒
否
す
る
か
と
い
う
受
動
的
な
対
応
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
二

O
O
五
年
二
一
月
二
一

一
日
付
修
正
法
に
よ
っ
て
、
連
邦
構
成
主
体
議
会
が
ま
ず
最
初
に
連
邦
構
成
主
体
首
長
の
候
補
者
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
連
邦
構
成
主
体
首
長
公
選
制
廃
止
後
の
制
度
は
、
大
き
な
方
向
転
換
を
お
こ
な
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す

な
わ
ち
、
連
邦
構
成
主
体
首
長
の
選
出
に
つ
い
て
、
連
邦
構
成
主
体
議
会
な
か
ん
ず
く
そ
の
第
一
党
の
役
割
が
決
定
的
に
重
要
な
も



の
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
こ
と
は
中
央
集
権
制
の
強
化
と
い
う
方
向
が
転
換
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
あ
る
。
こ
の
二

O
O
五
年
二
一
月
三
二
日
付
修
正
法
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
連
邦
構
成
主
体
議
会
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
党
の
実
態
や
そ
の
機
能
と
い
っ
た
問
題
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。か
く
し
て
プ
l
チ
ン
政
権
下
で
は
、
そ
の
二
期
目
以
降
、
政
党
の
育
成
・
強
化
が
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
節
で
見
る
こ
と
に
す
る
。

政
党
の
育
成
・
強
化

エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
下
に
お
け
る
政
党

エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
下
で
は
、
国
家
会
議
の
会
派
構
成
は
か
な
り
複
雑
で
あ
っ
た
。

プーチン政権下の政治改革（上野俊彦）

一
九
九
三
年
二
一
月
一
一
一
日
の
第
一
回
選
挙
で
は
、
四
五

O
議
席
の
う
ち
の
半
数
の
二
二
五
議
席
を
選
ぶ
連
邦
選
挙
区
（
比
例
区
）

で
議
席
を
獲
得
し
た
政
党
は
八
政
党
あ
り
、
そ
の
八
政
党
を
中
心
に
し
て
国
家
会
議
の
会
派
が
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
会
派
数
は
一

九
九
四
年
一
月
の
時
点
で
一

O
会
派
あ
っ
た
。
最
大
の
議
席
を
有
す
る
会
派
は
与
党
「
ロ
シ
ア
の
選
択
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
議
席

数
は
全
議
席
数
四
五

O
の
一
六
・
二
二
%
に
あ
た
る
七
三
議
席
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

一
九
九
五
年
一
二
月
一
七
日
の
第
二
回
選
挙
で
は
、
連
邦
選
挙
区
で
議
席
を
獲
得
し
た
政
党
は
四
政
党
に
減
少
し
、
そ
の
四
政
党

を
中
心
に
し
て
構
成
さ
れ
た
国
家
会
議
の
会
派
の
数
は
一
九
九
六
年
一
月
の
時
点
で
七
会
派
、
最
大
の
議
席
を
有
す
る
会
派
は
、
前

述
の
よ
う
に
、
野
党
の
ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
占
有
議
席
数
は
一
四
六
議
席
で
国
家
会
議
全
体
の
三
二
・
四
四
%

で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
与
党
の
「
我
ら
が
家

l
ロ
シ
ア
」
は
六
六
議
席
（
一
四
・
六
七
%
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
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一
九
九
九
年
二
一
月
一
九
日
の
第
三
回
選
挙
で
は
、
連
邦
選
挙
区
で
議
席
を
獲
得
し
た
政
党
は
六
政
党
で
あ
り
、
そ
の
六
政
党
を
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中
心
に
し
て
構
成
さ
れ
た
国
家
会
議
の
会
派
の
数
は
二

0
0
0年
一
月
の
時
点
で
九
会
派
、
最
大
の
議
席
を
有
す
る
会
派
は
、
や
は

り
野
党
の
ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
で
、
そ
の
占
有
議
席
数
は
八
六
議
席
（
一
九
・
二
%
）
で
あ
っ
た
。
他
方
、
与
党
「
統
こ
は
八

慶醸の政治学

四
名
（
一
八
・
六
七
%
）
で
あ
っ
た
が
、
プ
l
チ
ン
大
統
領
に
対
す
る
国
民
の
圧
倒
的
な
支
持
を
背
景
に
、
「
統
こ
は
、
「
祖
国
｜

全
ロ
シ
ア
」
、
「
国
民
議
員
」
、
「
ロ
シ
ア
地
域
」
と
の
連
合
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
、

い
わ
ゆ
る
与
党
四
派
連
合
を
形
成
、

こ
の
四
派
連
合
の
合
計
議
席
は
二
三
四
議
席
（
五
二
・
O
O
%
）
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、

ロ
シ
ア
議
会
で
は
、
プ

ー
チ
ン
政
権
下
で
初
め
て
、
与
党
連
合
と
は
い
え
、
多
数
派
与
党
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

プ
l
チ
ン
政
権
は
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
下
で
の
政
府
と
議
会
と
の
対
立
に
よ
り
政
局
が
不
安
定
化
し
た
こ
と
、
そ
れ
を
緩
和
す
る

た
め
に
連
邦
会
議
へ
の
依
存
が
生
じ
、
そ
の
結
果
、
行
き
過
ぎ
た
分
権
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
教
訓
に
、
強
力
な
与
党
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
れ
は
、
ま
ず
「
統
こ
と
「
祖
国
1

全
ロ
シ
ア
」
の
合
併
の
実
現
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
二
O
O
三

年
一
二
月
七
日
の
第
四
国
選
挙
で
二
二
三
議
席
（
四
九
・
八
九
%
）

の
議
席
を
獲
得
し
た
与
党
「
統
一
ロ
シ
ア
」
を
中
心
に
、
二
O

O
四
年
一
月
に
開
会
し
た
国
家
会
議
で
は
、
「
統
一
ロ
シ
ア
」
会
派
が
三
O
六
議
席
（
六
八
・
0
0
%
）
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ち
な
み
に
、
連
邦
選
挙
区
で
議
席
を
獲
得
し
た
政
党
数
は
四
、
会
派
数
も
「
統
一
ロ
シ
ア
」
を
含
め
四
会
派
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

三
O
六
議
席
を
有
す
る
「
統
一
ロ
シ
ア
」
会
派
も
、
政
党
「
統
一
ロ
シ
ア
」
か
ら
当
選
し
た
議
員
は
二
二
三
名
に
過
ぎ
ず
、
残
り
の

八
三
議
員
は
、
も
と
は
と
言
え
ば
、
他
の
小
政
党
に
所
属
す
る
議
員
か
無
所
属
議
員
で
あ
る
。
依
然
と
し
て
選
挙
に
参
加
し
議
席
を

獲
得
す
る
政
党
の
数
も
多
く
、
無
所
属
候
補
と
し
て
当
選
し
た
議
員
も
六
七
名
と
、
決
し
て
少
な
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
問
題
は
、
依
然
と
し
て
政
党
の
数
が
多
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
与
党
と
は
い
え
、
「
統
一
ロ
シ
ア
」
が
に
わ
か
づ
く

り
の
連
合
政
党
で
あ
り
、
会
派
と
し
て
は
他
の
小
政
党
選
出
議
員
や
無
所
属
議
員
を
抱
え
込
ん
で
い
て
、
会
派
に
所
属
す
る
全
議
員

の
足
並
み
が
そ
ろ
っ
た
強
力
な
与
党
と
は
決
し
て
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
他
方
、
ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
は
、
党
員
数



五
O
万
人
を
誇
り
、
全
国
に
支
部
組
織
の
あ
る
強
力
な
政
党
だ
っ
た
。

か
く
し
て
プ
l
チ
ン
政
権
は
、
「
政
党
法
」
を
制
定
し
て
、
政
党
の
党
員
数
の
下
限
を
定
め
、
政
党
の
地
方
支
部
創
設
を
促
す
こ

と
に
し
た
の
で
あ
る
。

2 

「
政
党
法
」
の
制
定
や
は
り
プ
l
チ
ン
政
権
発
足
の
初
期
、
二

O
O
一
年
七
月
一
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
で
は

党
員
数
の
下
限
は
一
万
人
で
、
半
数
以
上
の
連
邦
構
成
主
体
に
一

O
O
人
以
上
の
党
員
を
持
つ
地
方
支
部
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
残
り
の
地
方
支
部
の
党
員
数
も
五

O
人
以
下
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二

O
O
四
年
一
一
一

「
政
党
法
」
の
制
定
は
、

月
二

O
日
付
「
『
政
党
法
』
修
正
法
」
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
党
員
数
の
規
定
が
五
倍
増
さ
れ
、
党
員
数
の
下
限
は
五
万
人
、
半
数
以

上
の
連
邦
構
成
主
体
に
五

O
O
人
以
上
の
党
員
を
持
つ
地
方
支
部
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
残
り
の
地
方
支
部
の
党
員
数
も
二

五
O
人
以
下
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

プーチン政権下の政治改革（上野俊彦）

こ
の
結
果
、
地
域
政
党
の
存
在
は
許
さ
れ
な
く
な
り
、
ま
た
小
政
党
は
他
党
と
の
合
併
等
に
よ
り
党
員
数
を
増
や
さ
な
い
限
り
生

一
九
九
九
年
二
一
月
の
国
家
会
議
選
挙
で
は
六
六
の
政
党
お
よ
び
団
体

き
残
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
効
果
は
絶
大
で
あ
り
、

が
選
挙
に
参
加
（
連
邦
選
挙
区
で
は
二
八
）
し
て
い
た
が
、
二

O
O
三
年
二
一
月
の
国
家
会
議
選
挙
で
は
三
三
政
党
が
選
挙
に
参
加

（
連
邦
選
挙
区
で
は
二
三
）
、
二

O
O
七
年
一
二
月
の
国
家
会
議
選
挙
で
は
一
一
政
党
が
選
挙
に
参
加
し
た
。
し
か
も
、
二

O
O
七
年

一
二
月
の
国
家
会
議
選
挙
で
は
、
単
独
議
席
選
挙
区
（
小
選
挙
区
）
が
廃
止
さ
れ
、
連
邦
選
挙
区
の
み
の
選
挙
と
な
り
、
し
か
も
議

席
獲
得
に
必
要
な
最
低
得
票
率
が
五
%
か
ら
七
%
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
か
く
し
て
、
二

O
O
七
年
二
一
月
の
国
家
会
議
選
挙
で
は
、

「
統
一
ロ
シ
ア
」
コ
二
五
議
席
（
七
0
・
0
0
%
）
、
ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
五
七
議
席
（
二
一
・
六
七
%
）
、
ロ
シ
ア
自
由
民
主
党
四
O

議
席
（
八
・
八
九
%
）
、
「
公
正
ロ
シ
ア
」
三
八
議
席
（
八
・
四
四
%
）
と
い
う
四
政
党
に
よ
る
下
院
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

4ラ
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連
邦
構
成
主
体
議
会
選
挙
で
も
、
こ
れ
ら
四
政
党
が
多
く
の
議
席
を
獲
得
し
て
お
り
、
連
邦
構
成
主
体
議
会
の
政
党
化
も
連
邦
中

央
と
同
様
に
進
ん
で
い
る
。

46 

慶臆の政治学

3 

大
統
領
選
挙
の
政
党
化

二
O
O
八
年
三
月
二
日
の
大
統
領
選
挙
は
、
予
定
通
り
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
、
プ

l
チ
ン
に
次
ぐ
、

メ
ド
ヴ
ェ

i
ジ
ェ
フ

S
E
E－
〉

g
s－
dz。
F
z
a
g号
ぐ
）
政
府
第
一
副

ロ
シ
ア
の
三
人
目
の
大
統
領
が
決
ま
っ
た
。

議
長
が
当
選
、

い
く
つ
か
の
「
初
め
て
」
が
あ
っ
た
。
一
つ
め
は
、
初
め
て
、
特
定
の
政
党
が
指
名
し
た
候
補
が
当

選
し
た
こ
と
、
二
つ
め
は
、
初
め
て
、
大
統
領
が
当
選
後
に
指
名
す
る
政
府
議
長
が
だ
れ
で
あ
る
か
が
大
統
領
選
挙
前
に
は
っ
き
り

今
回
の
大
統
領
選
挙
に
は
、

わ
か
っ
て
い
た
こ
と
、

つ
ま
り
事
実
上
、
大
統
領
と
政
府
議
長
と
を
セ
ッ
ト
で
選
出
す
る
大
統
領
選
挙
で
あ
っ
た
こ
と
、
三
つ
め
は
、

初
め
て
、
前
任
の
大
統
領
が
政
権
中
枢
部
に
政
府
議
長
と
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

ロ
シ
ア
の

大
統
領
制
の
歴
史
は
、
比
較
的
新
し
い
も
の
で
、
初
代
大
統
領
が
選
出
さ
れ
て
か
ら
ま
だ
一
七
年
し
か
た
っ
て
お
ら
ず
、
過
去
に
ま

い
く
つ
か
の
「
初
め
て
」
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
自
体
は
、
そ
う
驚
く

だ
二
人
の
大
統
領
し
か
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
今
回
、

べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
今
回
の
「
初
め
て
」
が
、
今
回
だ
け
で
終
わ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
今
後
も
継
続
さ
れ
る
の
か
は
、
予
測
す
る

こ
と
が
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も
一
つ
め
の
、
特
定
の
政
党
が
指
名
し
た
候
補
が
大
統
領
に
選
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
継
続
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
ま
た
二

O
O七
年
一
二
月
の
国
家
会
議
選
挙
が
初
め
て
完
全
比
例
代
表
制
に
よ
っ
て
実
施

ロ
シ
ア
政
治
に
お
け
る
政
党
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
事
実
上
、
国
家
会
議
に
議
席
を
持
つ
政
党
し
か
大
統
領
候
補
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
現
在
の
大
統
領
選
挙
制
度
の

さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

ロ
シ
ア
の
大
統
領
選
挙
は
、
国
家
会
議
選
挙
と
の
連
動
性
が
強
ま
り
、
国
家
会
議
の
最
大
会
派
の
指
名
す
る
候

補
者
が
大
統
領
選
挙
で
勝
利
す
る
と
い
う
方
式
が
定
着
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

も
と
で
は
、
今
後
、

一
党
優
位
体
制
が
続
く
限
り
、

口、ン



ア
大
統
領
選
挙
の
焦
点
は
、
大
統
領
選
挙
の
投
票
で
は
な
く
、
与
党
に
よ
る
候
補
者
の
指
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
、
与
党
の
候
補
者
選
定
プ
ロ
セ
ス
は
ま
っ
た
く
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
。
外
部
か
ら
は
、
前
任
の
プ

ー
チ
ン
が
メ
ド
ヴ
ェ

l
ジ
ェ
フ
を
後
継
者
と
決
め
、
そ
れ
を
与
党
が
受
け
て
党
大
会
で
指
名
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
で
は
、
プ
l
チ

ン
が
な
ぜ
メ
ド
ヴ
ェ

l
ジ
ェ
フ
を
後
継
者
に
選
ん
だ
の
か
が
問
題
だ
が
、
そ
れ
は
プ
l
チ
ン
に
し
か
わ
か
ら
な
い
。
前
任
者
が
後
継

者
を
決
定
し
、
そ
れ
を
信
任
す
る
か
ど
う
か
を
大
統
領
選
挙
で
決
め
る
と
い
う
方
式
が
全
く
非
民
主
的
だ
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
と
も
か
く
も
前
任
者
の
プ
i
チ
ン
の
支
持
率
は
高
か
っ
た
わ
け
だ
し
、
そ
の
プ
l
チ
ン
を
候
補
者
名
簿
の
第
一
位
に
の
せ

た
「
統
一
ロ
シ
ア
」
の
強
さ
も
際
立
っ
て
い
た
か
ら
、
プ
l
チ
ン
が
、
事
実
上
、
後
継
指
名
し
た
メ
ド
ヴ
ェ

l
ジ
ェ
フ
が
選
ば
れ
る

の
は
当
然
の
民
意
だ
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
が
、
今
後
、
問
題
と
な
る
と
す
れ
ば
、
現

職
の
大
統
領
に
対
す
る
国
民
の
支
持
が
失
わ
れ
た
場
合
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
今
後
、

ロ
シ
ア
に
お
い
て
も
、
政
党
に
よ
る
大
統
領
候
補
の
指
名
プ
ロ
セ
ス
が
よ
り
透
明
化
し
、
ま
ず
政
党
内
で
複

プーチン政権下の政治改革（上野俊彦）

数
の
候
補
者
が
競
い
合
っ
て
党
の
指
名
候
補
が
一
名
に
絞
り
込
ま
れ
る
と
い
っ
た
候
補
者
指
名
プ
ロ
セ
ス
の
制
度
化
の
確
立
が
求
め

ら
れ
よ
う
。
今
回
の
大
統
領
選
挙
は
、
そ
の
意
味
で
は
、
そ
う
し
た
政
党
に
お
け
る
大
統
領
候
補
指
名
と
い
う
重
要
な
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
選
挙
で
あ
る
と
同
時
に
、
米
国
大
統
領
選
の
よ
う
な
政
党
内
で
の
候
補
者
絞
り
込
み
プ
ロ
セ
ス
が
い
ま
だ
存
在
し
な
い
こ

と
を
改
め
て
提
示
し
、
そ
の
方
向
へ
進
む
た
め
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

4 

政
党
の
役
割
の
増
大

連
邦
中
央
に
お
け
る
、
国
家
会
議
選
挙
制
度
に
お
け
る
完
全
比
例
代
表
制
へ
の
移
行
、
お
よ
び
与
党
に
よ
る
大
統
領
候
補
の
指
名
、

な
ら
び
に
連
邦
構
成
主
体
選
挙
に
お
け
る
政
党
化
、
お
よ
び
連
邦
構
成
主
体
第
一
党
に
よ
る
連
邦
構
成
主
体
首
長
候
補
者
の
提
案
の

制
度
化
は
、
連
邦
中
央
に
お
い
て
も
、
ま
た
連
邦
構
成
主
体
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
明
ら
か
に
政
党
の
役
割
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
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政
党
は
、
国
民
の
個
々
の
利
益
を
集
約
し
、
そ
れ
を
議
会
に
お
け
る
立
法
と
い
う
か
た
ち
で
表
出
し
、
政
策
へ
と
反
映
し
て
い
く

た
め
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ
り
、
現
代
国
家
の
政
治
に
お
い
て
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

慶膳の政治学

政
党
の
役
割
が
プ
l
チ
ン
政
権
二
期
日
の
ロ
シ
ア
に
お
い
て
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
が
ら
で

あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

む
す
び

プ
l
チ
ン
政
権
下
で
は
、
第
二
節
で
見
た
と
お
り
、
二

O
O
四
年
二
一
月
一
一
日
付
修
正
補
足
法
に
よ
る
連
邦
構
成
主
体
首
長
の

公
選
制
の
廃
止
に
よ
り
、
連
邦
中
央
の
連
邦
構
成
主
体
の
行
政
に
対
す
る
管
理
統
制
が
強
化
さ
れ
た
が
、
そ
の
修
正
補
足
法
制
定
の

一
年
後
の
二

O
O
五
年
二
一
月
三
二
日
付
修
正
法
の
制
定
に
よ
り
、
連
邦
構
成
主
体
議
会
の
第
一
党
が
連
邦
構
成
主
体
首
長
候
補
者

を
選
定
し
、
当
該
連
邦
構
成
主
体
議
会
が
承
認
し
た
上
で
、
大
統
領
に
提
案
さ
れ
る
と
い
う
手
続
き
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
方
向
性
が
転
換
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
構
成
主
体
首
長
の
公
選
制
は
確
か
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
首
長

は
大
統
領
が
一
方
的
に
任
命
す
る
の
で
は
な
く
、
当
該
連
邦
構
成
主
体
議
会
の
第
一
党
が
主
導
権
を
握
る
と
い
う
か
た
ち
に
転
換
し

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二

O
O
四
年
ま
で
の
中
央
集
権
制
の
強
化
の
方
向
が
や
や
方
向
転
換
し
、
首
長
任
命
に
つ
い
て
連
邦
構
成

主
体
議
会
が
主
導
権
を
握
る
こ
と
で
連
邦
構
成
主
体
議
会
、
な
か
ん
ず
く
そ
の
第
一
党
の
権
限
が
首
長
任
命
に
際
し
て
重
要
な
役
割

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
中
央
集
権
化
か
ら
分
権
化
の
方
向
へ
の
一
八

O
度
の
方

向
転
換
が
な
さ
れ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
連
邦
構
成
主
体
議
会
に
お
い
て
そ
の
第
一
党
が
、

少
な
く
と
も
現
時
点
で
は
、
与
党
の
「
統
一
ロ
シ
ア
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二

O
O
五
年
一
二
月
二
二
日
修



正
法
導
入
後
の
動
向
を
見
る
た
め
に
は
、
与
党
「
統
一
ロ
シ
ア
」
の
動
向
を
見
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。他
方
、
連
邦
中
央
に
お
け
る
国
家
会
議
選
挙
が
政
党
名
簿
式
の
比
例
代
表
制
選
挙
に
一
本
化
さ
れ
た
こ
と
、
二

O
O
八
年
の
大
統

領
選
挙
に
お
い
て
初
め
て
政
党
指
名
候
補
者
が
当
選
し
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
政
党
、
と
り
わ
け
与
党
「
統
一
ロ
シ
ア
」
の

役
割
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
プ
l
チ
ン
政
権
下
で
進
め
ら
れ
た
連
邦
構
成
主
体
の
統
合
シ
ス
テ
ム
の
改
革
は
、
大
統
領
に
よ

る
連
邦
構
成
主
体
首
長
の
事
実
上
の
任
命
に
よ
る
直
接
的
制
御
か
ら
、
与
党
「
統
一
ロ
シ
ア
」
を
通
じ
て
の
間
接
的
制
御
の
方
向
に

メ
ド
ヴ
ェ

l
ジ
ェ
フ
大
統
領
と
プ
l
チ
ン
政
府
議
長
と
い
う
タ
ン
デ
ム
体

制
の
も
と
で
の
一
時
的
な
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
今
後
、
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
い
く
動
向
な
の
か
は
、
現
時
点
で
は
必

ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
プ

l
チ
ン
政
権
下
の
政
治
改
革
は
、
単
純
な
「
民
主
化
の
後
退
」
と
見
る
こ
と

ソ
連
崩
壊
後
の
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
じ
め
て
見
ら
れ
る
新
し
い
動
き
が
あ
る
こ
と
を

転
換
し
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

プーチン政権下の政治改革（上野俊彦）

は
で
き
ず
、
そ
こ
に
政
党
制
の
強
化
と
い
う
、

見
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

一
自
治
州
、
四
自
治
管
区
の
八
三
の
連
邦
構
成
主

（

l
）
ロ
シ
ア
連
邦
は
、
一
一
一
共
和
国
、
九
辺
区
、
四
六
州
、
二
つ
の
連
邦
的
意
義
を
有
す
る
市
、

体
か
ら
な
る
。

（

2
）
「
①
あ
な
た
は
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
を
支
持
し
ま
す
か
？
②
あ
な
た
は
一
九
九
二
年
か
ら
大
統
領
と
政
府
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
社
会
・
経
済

政
策
を
承
認
し
ま
す
か
？
③
あ
な
た
は
ロ
シ
ア
大
統
領
の
繰
り
上
げ
選
挙
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？
④
あ
な
た
は
ロ
シ
ア
人
民
代

議
員
の
繰
り
上
げ
選
挙
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
国
民
投
票
の
設
問
に
対
し
て
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
が
、
順
に
「
ダ
l
・
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ダ
l
・
ニ
エ
ッ
ト
・
ダ

l
」
、
す
な
わ
ち
「
は
い
、
は
い
、
い
い
え
、
は
い
」
と
答
え
る
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
広
げ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う

に
呼
ば
れ
る
。

（
3
）
憲
法
草
案
を
審
議
す
る
過
程
で
、
多
く
の
連
邦
構
成
主
体
が
自
ら
の
権
限
の
拡
大
を
目
指
し
て
、
次
々
に
「
主
権
宣
言
」
を
声
明
し
た
こ
と
を

う0

三口、っ。

4 

同。
h
h
凡な』町内て
mwhHF
』ロロ
o
－u
・】泡泡
Y
H
V

ム・

～明。～
v『むミ内
N
む』
S
ミ。ぇ
Q
H
丘町－
Hて
ぬ
均
。
訟
と
h
Fミ
司
会
凡
S
H
H
H
h
凡〉一
Z
0
・M
少し『
g
M
m
M
∞ゆ－。－
w
－Y
∞円・凶目
JVA
山・

h
。～
v
E
ミ
n
N
Q
』庁門送。ぇミ丘町－
HてQ
N
N
E
－M－NHh
除。町、両氏同町、、
hHHh
凡F
Z
。・
h
H
M
W
O
C
件。
σ
0
円日∞・石市
v
p
m
F
凶（）。凶・

旬。～
V
5
3
R
N
G
ぎ
さ
§
ミ
w
守
Q
h
g
h
凡
な
守
千
可
句
、
司
む
な
と
み
ム
。
・

3
・z
a

∞
い
。
。
。
温
盟
－
M
。。。
u
g
－M
O
E
U
思－
M
O
宏一
Z
。・
M
ア
冨
a

N
ド
N
c
c
c
u
∞H
－M
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ム－

h
o
～v
コヨぽ
NhH
』r
o
s
円
札
ミ
丘
町
同
て
ぬ
見
。
h
h
凡Nh
持。町、会見町、首むなと
L
4
0
・N
O
叫富回一可
5
w
M
。。。＠盟－
M
－H
N
・

旬。～
v旬、hき
た
N
b
持。
3
0
札
ミ
丘
町
H
d
S
河。
h
h
凡な』庁門託、内丸町、‘むな凡
F

Z
。・一円
N
1
p
c
m
c
a
Jア
N
0
0
0
咽∞同・凶一口小・

ロ
シ
ア
で
は
、
法
律
の
部
分
的
修
正
は
、
「
『
修
正
す
る
法
律
の
名
称
』
修
正
補
足
法
」
と
い
う
名
称
の
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ

5 6 
（

7
 
8 

（

9
）
 

（叩）な
わ
れ
る
。

（日）

ω
S
E
E
R
む
な
さ
§
ミ
町
号
、
b
～g
g
H
h
』5
3尋
ミ
豆
F

Z
。・

2ゅ
E

q

凶ア
N
C
。。ゆ盟・凶
N
C
U
・

（
ロ
）
プ
l
チ
ン
大
統
領
が
こ
の
法
律
に
基
づ
く
連
邦
構
成
主
体
首
長
の
解
任
を
行
う
可
能
性
が
あ
っ
た
の
は
プ
リ
モ

l
リ
エ
辺
区
（
沿
海
州
）
の
ナ

ズ
ド
ラ
チ
エ
ン
コ
知
事
の
ケ
l
ス
で
あ
っ
た
。
プ

l
チ
ン
大
統
領
は
、
政
争
の
た
め
に
二

0
0
0年
か
ら
二

O
O
一
年
初
頭
に
か
け
て
同
辺
区
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
危
機
を
招
い
た
責
任
で
ナ
ズ
ド
ラ
チ
ェ
ン
コ
知
事
を
追
及
、
知
事
は
二

O
O
一
年
二
月
五
日
に
自
ら
辞
職
し
、
同
法
に
よ
る
解
任
は
回
避

さ
れ
た
（

M
R勾
s
h
凡な
E
E
M
E
N
n
E
u
m
d
σ
E白
弓
少

M
O
O
－油開
u
－
－
・
）
。
プ
l
チ
ン
大
統
領
は
、
住
民
の
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
知
事
を
連
邦
大
統

領
が
解
任
す
る
か
た
ち
に
は
し
た
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ナ
ズ
ド
ラ
チ
エ
ン
コ
が
辞
職
を
拒
ん
だ
場
合
に
は
、
こ
の
法
律
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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